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以下の各問いに答えなさい。（問いは 2問あります） 

 

（１）現在、我が国ではエネルギー政策の見直しが進められている。これからの日本はどのよう

にして持続可能なエネルギーの供給・需要の姿を実現するのか、私たちは選択を迫られている。 

エネルギーは日々のくらしや社会及び経済、そして安全を支える上でなくてはならないもので

ある。今日、世界のエネルギー需要は中国など経済発展が目覚ましい国を中心に急増しており、

資源の争奪は今後ますます激しくなっていくことが予想される。また、地球温暖化問題の解決の

ために必要とされている温室効果ガス排出削減の見通しはまだ得られていない。その中で、エネ

ルギー自給率の低い我が国としては、エネルギーの安定供給はますます重要な課題になり、原子

力の安全性や地球温暖化などの環境問題にも配慮しつつ、必要なエネルギー源を確保していく必

要がある。 

 

我が国は、エネルギー資源の確保と地球環境問題の解決の観点から、今後どのようにしてエネ

ルギーシステムを構築していけば良いと考えられるか。そして、そのために解決すべき最重要課

題は何かについて、あなたの考えを 600字程度で述べなさい。 
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（２）（１）の課題の解決のために、もし、あなたが研究に取り組むならば、どのような研究に取

り組むかを考え、あなたの取り組む研究計画について以下の順に述べなさい。ただし、研究期間

は 2年間とする。 

(a) 研究テーマ 

(b) 研究の概要(200字程度)と研究の手順を示すフロー図 

(c) 必要な資料、機材等 

(d) 予想される研究成果 

(e) 研究成果の活用方法 

 

 

以下に記入すること 

 

（２）解答欄 

(a) 研究テーマ 

 

 

 

 

(b) 研究の概要と研究の手順を示すフロー図 
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研究の手順を示すフロー図 

 

 

 

(c) 必要な資料、機材等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【裏面に続く】 
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(d) 予想される研究成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (e) 研究成果の活用方法 
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